
事例報告　１

経済産業省の視点での企業人材の育成について

経済産業省 経済産業政策局 新規産業室新規事業調整官　石　井　芳　明

　皆さん、こんにちは。経済産業省の石井でございます。本日はよろしくお願いします。最初に少

し自己紹介させていただきます。私は今、経済産業省でベンチャー政策を主に担当しております。

もともと、私は岡山県倉敷市の商店街で生まれ育ちました。私の家は商売人の家です。商売がずっ

と続いて、私は多分五代目になる予定だったのです。でも私が高校へ行くぐらいになって、昔はに

ぎわった商店街だったのですが、通る人が少なくなってきて、だんだん売上が落ちてくるという状

況になりました。何があったかというと、私のいた地域というのは繊維の街だったのですけれど、

繊維産業がどんどん海外へ移っていってしまったということなのです。その後、大規模小売店舗法

（大店法）の改正などもあって、大店が立地したりして、商売が成り立たなくなった。五代目をや

る予定だったのですけれど、商売人になれずに、それならば中小企業を応援したいと。そんな思い

で当時の通商産業省、今は経済産業省になっていますけれども、そこに入って中小企業政策をやっ

てきました。

　入省後、中小企業政策を専門にやっていたのですけれども、1996年にアメリカのバークレーに留

学する機会がありまして、このときにベンチャー企業の人たちとの出会いがありました。それでベ

ンチャーにも興味を持ち始め、留学から帰ってきましてMBAを取得した後、ここ早稲田大学で

Ph.D.の勉強をしました。商学研究科の、先ほどお話しいただいた松田先生のもとでPh.D.を取らせ

ていただきました。論文の審査にあたっては、鵜飼先生にも随分お世話になりました。そういう意

味もあって、本日はご恩返しも含めて、お話をさせていただきたいと思っております。

　本日、私は、ベンチャー政策が今どのように動いているか、それから日本のベンチャーの環境が

どういう形になっているかというのをお話できればと思います。

　（シート１・２）最初に、日本で、われわれ政府としてベンチャーを応援していますけれども、

なぜ政府がベンチャーを応援するのか、そのあたりのお話を少しさせていただければと思います。

政府がベンチャーを応援する理由は二つあります。一つはイノベーションです。われわれの生活を

豊かにするイノベーションの多くが、ベンチャーから生まれてくるのです。ここに少し書いてあり

ますけれども、パソコン、宅配便、ファストフード、SNSなど、われわれの生活を豊かにしている

ものは、ベンチャーからほとんど生まれています。それから日本を引っ張っているリーディングカ

ンパニー、これはイノベーションをもたらして、リーディングカンパニーになっているのですけれ
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ども、たとえばソニー㈱、㈱エイチ・アイ・エス、ソフトバンク㈱、これももともとはベンチャー

から生まれてきたというところです。イノベーションを生む源泉としてベンチャーは非常に重要と

いうことです。

　それからもう一つ重要な理由は、雇用です。ベンチャーは、人々が働く雇用を新たに産み出して

くれます。右のチャートをご覧いただくと、これは会社の年齢と雇用の創出についてのグラフです。

横軸が、会社が創業してから何年たったか。縦軸が雇用をどれぐらいつくっているかというところ

なのです。見ていただくとわかるように、会社の創出から五年以内のところが雇用をたくさん生ん

でいます。十年までは雇用を生んでいる。ところが十年を超えると、人を雇うのだけれども、雇用

をロスする量のほうが多い。会社も年を取るということなのです。時間がたってくると、だんだん

雇用をつくり出す能力が弱くなるということ。もちろん例外もあります。100年、200年たっても元

気な企業もたくさんあるのですけれども、全体的な流れとしては、そういう流れになっている。政

策的に雇用を増やすということを考えたときに、やはり新しい企業をしっかり応援するというのが

大事というところです。

　（シート３）ベンチャーの意義ということで、経済を引っ張っているのは何なのかというところで、

このチャートを見ていただければと思います。このチャートは、企業ランキングとしてフォーブス

という会社が、世界の大きい企業、リーディングカンパニーを2,000並べる「フォーブス2000」と

いうランキングがあるのですけれども、それにどれぐらいベンチャー企業が入っているかというも

のです。向かって左のチャートは企業数なのですけれども、アメリカの中では、466社が世界のリー

ディング企業として入っている。このうちに、実に154社、１/３が新しい会社なのです。ベンチャー

企業。1980年代以降の設立企業であります。どういう会社かというと、Microsoft、Amazon、

Starbucks、Home Depot、皆さんにもおなじみの会社でありますが、こういう新しい会社がどん

どん大きくなって、経済を引っ張っているというところです。だから経済が元気になるためには、

こういう新しい会社が出てこなければならないということです。

　一方、日本を見ると、181社入っているのですけれども、新しい会社というのは、そのうち１/８、

24社です。その24社も、いろいろホールディングス化して新しくなったというところで、実質の新

しくリーディングカンパニーになった会社というのは少ない。経済を元気にするためには、そうい

う次世代のリーディングカンパニーが必要という意味で、ベンチャーを応援するということなので

すが、日本の場合はそれが少ないというところです。

　（シート４）そういったことも含めて、日本の今のベンチャーの課題を、二つ申し上げたいと思

います。一つは裾野が狭いということです。向かって左のチャート、これは、開廃業率を示してい

ます。企業が新しく事業を起こしたり、企業が事業を閉めたりする比率なのですけれども、欧米が

上なのです。日本は下なのです。欧米は10％から12％ぐらい。これに対して日本は５％程度。どう

いうことかというと、アメリカやイギリスにおいては、会社10社があるとすると、そのうち１社は

新しい会社なのです。ところが日本の場合は、20社に１社ということです。先ほど会社が年を取る
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という話をしましたけれども、会社全体での新陳代謝も、日本の場合は進んでいない。新しい会社

がどんどん出てくる環境にないというところです。

　それからもう一つは、裾野と合わせて、縦に伸びるところ。先ほどリーディングカンパニーの話

をしましたけれども、なかなかグローバル企業として世界をリードするメガベンチャーが、ここし

ばらくは出てきていません。これはアメリカのベンチャーと日本のベンチャーの比較です。

Google、Amazon、eBay等々と、楽天㈱、㈱サイバーエージェント、グリー㈱等々を比較してみ

ると、その差は歴然です。横軸が従業員、縦軸が売上なのですけれども、創業数年にして、売り上

げ数兆、雇用数万人という企業が、日本ではなかなか出てきていない。一方、アメリカでは出てき

ているわけです。

　（シート５）裾野の話に戻ると、日本では新しく起業するということが、選択肢になっていない。

本日は、学生さんもたくさんいらっしゃると思いますけれども、学生さんの中で起業しようと思っ

ていらっしゃる人が、どれぐらいかというと、たとえばアメリカのスタンフォード大学などと比べ

ると、全然少ない。基本的には、起業自体があまり認知されていないというところなのです。欧米

で起業家を身近に知っているかという話をすると、３割ぐらい知っているのですけれども、日本の

場合は14％、それから起業の知識があるかというところで言うと、欧米では４割ぐらいはあるとい

う話なのですけれども、日本の場合は１割という形です。

　この傾向はますます大きくなってくるというところです。起業家とか経営者の息子さんとか娘さ

んは起業家になりやすいという研究成果が出ているのですけれども、日本の場合、サラリーマンの

ご家庭の人が多いわけで、そういう方々に起業という話をしても、やはりちょっと遠い存在になっ

てくるという話なのです。そういう意味で、裾野を広げるという意味、ポテンシャルという意味で、

なかなか難しい面がある。それからもう一つ、先ほど申し上げたように、縦に伸びる、大きく世界

をリードする企業になるというところの、成長のところでも課題があります。こういう課題が、現

状あるという認識のもとで、われわれは政策を打っているところです。

　（シート６）実はベンチャー政策の話を、少しさかのぼって申し上げますと、先ほど松田先生の

お話にも出たのですけれども、実はベンチャー政策は、今やろうとしているだけでなくて、大分昔

からやっているのです。1960年代に、投資育成という組織をつくったのが一番最初だと言われてい

ますけれども、それから連綿と続いてきて、特に1990年代中盤以降に重点的に政策が打たれる。そ

れから先ほど松田先生のお話に出ましたように、2000年前後に、政策がいろいろ打たれる。そうい

う形で進んでいます。特に組織法制、あるいは補助とか支援については、制度的には大分そろって

きています。しかし、まだまだもう一押しする必要があるという状況です。この間、ベンチャーブー

ムというのも過去三回起こりまして、大体十年周期ぐらいでベンチャーブームが起こるのですけれ

ども、こういった山谷ありながら、ベンチャー政策もずっと打ちながら、だけれどももう一踏ん張

りが必要という状況になっているというところです。

　（シート７）今、何をやっているのかというお話を少し申し上げたいと思います。アベノミクスで、
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どういうふうに政策が動いているのかというところです。皆さんご存じのとおり、安倍政権になっ

て、三本の矢が放たれました。金融緩和、財政出動、そして三本目の矢が成長戦略であります。ベ

ンチャー政策というのは、この成長戦略の中で、一つの重要な柱として打ち出されております。日

本再興戦略という名前で、昨年６月に成長戦略が打ち出されました。この政策の柱は何かというと、

民間の力を最大限に引き出すことによって、経済を元気にする。役所主導ではなくて、民間を生か

すということです。スピードを持って実行する。それから成果目標によるPDCA（Plan→Do→

Check→Act）を回す。こういったものなのです。この基本原則のもと、産業の新陳代謝、雇用・

人材力、それから科学技術イノベーションが重要というものです。特に新陳代謝。古い会社とか、

古い産業があるのですけれども、これをリニューアルしていく。それから新しい企業が起こるのを

もっと増やしていく。こういったことをやりましょうというところです。ターゲットエリアは、健

康、エネルギー、地域、国際、こういったキーワードで打ち出しているというところであります。

　（シート８）新陳代謝とベンチャーの加速については、今回は目標を設定しています。どういう

目標かというと、開業率が廃業率を上回る、そして開業率を10％台に増やすという目標です。これ

はどういうことかというと、先ほど申し上げたように、20社に１社しか開業しているところがない

ところを、10社に１社に持っていくということです。こういう目標を設定しています。通常、こう

いう政府の文書の中では、明確な目標を設定しないのです。実はわれわれ役人の立場でも、目標設

定というのは、結構慎重になりまして、実現されなかったらどんどん皆さんから批判を浴びますの

で、なかなか目標は設定できないのですが、今回は政治主導でとにかく倍増するということを決定

しました。これにしたがって、今政策をいろいろ打っているというところです。

　（シート９）第一弾として、こういう政策を打っています。ベンチャー、起業を支援するために

何から手を打つかということで、いろいろやっているのですけれども、特に大事なのが目利き・支

援人材。ベンチャーを応援する人たちをいかに動きやすくするか、そういったところが大事だとい

うことで動き出しています。それからベンチャーへのお金の流れをもっと太くするということで、

エンジェル税制とか、企業がベンチャーに投資するお金をもう少し流れやすくする。クラウドファ

ンディングについても、一般の方からお金がもう少し流れるようにする。こういったことを考えて

いるというところです。

　それからもう一つ大きいのが、日本で新たにチャレンジするときに、大きな足かせとなっている

慣習があります。それは何かというと、銀行でお金を借りるときに、担保、保証人を取られる個人

保証です。うまくいけばいいのですけれども、うまくいかなかったときに、個人的な財産まで取ら

れてしまうというところが、日本で新しくチャレンジする人たちの足かせになっているので、これ

をやめましょうという運動を始めました。これは、まだガイドラインをつくって施行している段階

なので、それほどまだ広がってはいませんけれども、政府として銀行がお金を貸すときに、個人保

証を取るというのはやめましょうという動きを正式に動かし始めています。こういったこともやっ

ているところであります。
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　（シート10）少し詳しく事業のお話をしますと、先ほど支援する人材が大事だということをお話

ししましたけれども、新事業創出目利き事業というのをやっていまして、民間の力でベンチャーを

応援するという話なのです。たとえば、政府がベンチャーを応援しようとしても、われわれ役人に

とって、どのベンチャーがうまいこといくかというのは、なかなかわからないわけです。それから

ベンチャーを応援する方法も持っていない。そういったところに、むやみやたらにお金を出しても、

成功確率が低い。そういうときに、ベンチャーの支援になれた民間のプロ、ベンチャーの支援の能

力の高いプロに、しっかりベンチャーを応援してもらって、そのプロの能力を横展開することで、

ベンチャーがもっと盛り上がるのではないかということなのです。

　日本の場合は、ベンチャーキャピタルというのは、それほど多くありません。アメリカと比べる

と非常に少ない数なのです。けれども、その中でもトップクラスで頑張っていらっしゃるキャピタ

ルがあります。ウエルインベストメントの瀧口社長のところもそうなのですけれども、そのキャピ

タルをネットワークして、そのノウハウを横展開する。若い人も含めて、ベンチャーを応援すると

いうことをやっています。㈱グロービス、インキュベイトファンド、グローバル・ブレイン㈱、ウ

エルインベストメント、㈱東京大学エッジキャピタル（通称UTEC）、こういったキャピタルの人

たちに集まってもらって、いわゆる頑張るベンチャーのショーケースをつくっていく事業をやって

います。

　実は目利きの事業をするときには、目利きを目利きする人が重要なのです。どういうベンチャー

キャピタルがすごいベンチャーキャピタルなのかという、目利きを目利きする人については早稲田

の長谷川先生にお願いしています。長谷川先生のほうで目利きを目利きしていただいて、これはす

ごいベンチャーキャピタルだということで、事業を推進しているということです。

　（シート11）それから先ほど申し上げたように、今お金がどこにあるかというのを見たときに、

実は企業の内部留保、あるいは企業の売り上げから上がる資金の流れを少し変えるだけで、大きな

お金がベンチャーに行くのではないかという仮説があります。それを実現するために、企業からの

お金をうまく流すような税制もつくっています。ベンチャーファンドに対して、お金が流れやすく

する税制です。ただこれは、つくったのですけれども、つくるときにちょっと要件が厳しくなり過

ぎたので、要件をもう少し緩和する方向でやりたいと思っています。

　（シート12）それから皆さん、産業革新機構（INCJ）というのをご存じかと思います。これは政

府出資、それから民間出資を集めた公的ファンドで、こういったファンドを通じてのベンチャー支

援もやっているところです。

　（シート13・14・15・16）あとはベンチャー支援の制度としては、新創業融資制度があります。

これは日本政策金融公庫で融資をしてもらうという制度ですけれども、これは非常に使い勝手がい

い制度です。また、信用保証という形で、銀行からお金を借りるときに政府が保証する制度があり

ます。あとは創業面での補助金、エンジェル税制という形で、お金を流れやすくする制度もありま

す。
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　（シート17）それから人的な面での層を厚くするということで、起業家教育も力を入れておりま

して、大学の起業家教育をやっている方々に対して、ネットワークをつくり、起業家教育をやって

いる方々のビジネスプランコンテストを開催しています。今年は12月20日に東証ホールで開催予定

です。近日中に早稲田のコンテストもあると聞いていますので、それに応募された方は、ぜひ全国

大会にも応募していただければと思っております。それから高校生のコンテストもやっているとこ

ろです。

　そういった形で今、新たに仕切り直しで政策を推進しているところなのですけれども、成長戦略

については、一年たって、もう一回見直しをしています。それで、さらにアクセルを踏み込む形で

やっています。

　（シート18）追加で強化している話、すなわち、これからさらに力を入れていくところを、最後

に少しお話ししたいと思います。柱が三つありまして、一つは大企業の話です。これはどういうこ

とかと言いますと、われわれはずっとベンチャー政策をやっているのですけれども、その中で一つ

反省があります。何かというと、ベンチャー政策は、ベンチャーにフォーカスを置いて打つ政策が

多かったのです。でも本当にベンチャーを伸ばそうと思ったら、ベンチャーだけでなくて、ベン

チャーをめぐる周りのエコシステムをつくらなくてはいけない。そこが十分にできていなかったと

いう反省です。特にエコシステムの中の大きなプレーヤーというのは、大企業であるというところ

で、大企業とベンチャーをもう少し連携させる。あるいは大企業の中からベンチャーを出していこ

うという試みをやっています。

　（シート19）少し字が小さくて恐縮なのですが、ベンチャー創造協議会というのをつくって、大

企業とベンチャーとのつながりづくりをしています。ベンチャー企業は成長していく過程で必ず壁

にぶつかります。それは資金的な壁であったり、人材的な壁であったり、チャネルが少ないであっ

たりとか、そういった壁に対して、大企業がうまく連携をする、あるいは伸びつつあるベンチャー

を大企業が買収することによって、その新しい事業がもっと大きく伸びる、そういった可能性が出

てくるということで、そういう出会いの場をつくろうということなのです。

　大企業も今、少し景気がよくなっているので、新しいことをやろうと思うときです。でも、実は

新しいことをやりたいのだけれども、今の新規事業では不満だという企業が、８割方あるのです。

こういう大企業に対して、声かけをしてベンチャーとの出会いをつくっていくということをやろう

と思っています。

　それからもう一つ、大企業の中で新しいことをやろうとして、不満であるという理由は、大企業

の中からなかなか新しいことが生まれにくい環境になっているということです。大企業の中で新事

業をやる方の話を聞くと、必ず会社の愚痴が出てくるわけです。新事業をやる部署の部長さんを集

めて、その愚痴を聞く会を開いたりしているのですけれども、どんな話かというと、たとえばある

電機メーカーで新事業をやろうとしたと。それを取締役会にかけて、「これをやりたいんです」と言っ

たとする。そのときに必ず出てくる質問は、「ところであなた、この事業というのは、どれぐらい
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の市場規模ですか」と。「これは新しい事業なので、10億ぐらいの市場規模なのですが」と答える。

その瞬間に、「いや君、うちは売り上げ数千億の企業で、あるいは数兆の企業で、そんな１億とか

10億の話をしないでくれ」という話なのです。大企業においては、大企業を大企業たらしめるに至っ

た価値基準、主力事業の価値基準で、新しいことをついつい見てしまうのです。だから大企業の中

で新しいことを、ゼロイチをやろうとしてもなかなかできないというのが現状です。大企業の人は

悩んでいると。

　そういうときにあって、ゼロイチのところは、外に目を向ければいいではないかという議論で、

今動いているということなのです。先行的にやっているところもあります。たとえばKDDI、セブ

ン-イレブン等は、積極的にベンチャーとの連携をやろうとしているところなのですけれども、そ

ういったところをもっと増やしていく。それから大企業の中に眠っている技術、あるいは眠ってい

る人材、眠っているビジネスモデルがありますので、それを外へ出すということをやっていければ

と思っております。

　（シート20）三つの柱のうち二つ目というのは、制度を変えるということなのですけれども、政

府の関係の制度で、変えられるものをどんどん変えていきたいということです。まず手始めに手を

つけるのが、政府の調達。政府は実はいろいろなものを企業から調達しているのです。その調達に

ついて、ベンチャー企業からの調達をもっと増やしていこうということをやろうとしています。「ま

ず隗より始めよ」という言葉がありますけれども、政府としてベンチャーから買う、あるいはベン

チャーのサービスを使う、こういったことを増やしていきたいと思っていて、今この法案を出そう

しています。このほかにも税制、あるいは規制改革の面でやることはたくさんあるので、制度面で

の改正を図っていくということを考えたいと思っています。

　三つ目の柱。これから力を入れたい三つ目の柱が、意識、それから教育の問題です。これは本日

のテーマとも大きくつながるのですけれども、起業家を称える、あるいは挑戦することをよしとす

る意識を国民に持っていただくという運動をしようというところです。なかなか起業家は称えられ

ないというのがあって、それで今回は、内閣総理大臣賞に「日本ベンチャー大賞」をつくり、いろ

いろな運動をしながら起業家を称えることをやりたいと思っています。

　それからもう一つ大事なところなのですが、教育であります。教育については、先ほど松田先生

のお話にもありましたけれども、早稲田でいろいろなことをやっていらっしゃいます。このほかい

ろいろな大学でアントレプレナーシップ教育、それから起業家の教育が進みつつあるのですけれど

も、これをもっと広げていくということをやる。それと同時に、小学校、中学校の早い段階から、

起業家マインドを持ってもらう、こういう教育もやっていこうと思っております。起業家マインド

です。すぐに起業しろというのではなくて、自分の頭で考えて何かにチャレンジするということを

やる。これを小学校からやりたいと思っています。文部科学省にこの話をずっと前からしていたの

ですけれども、最初は、「学校でそういうことはね」と言われていたのですが、ここへ来て、文科

省としても子どもの生きる力をもっと強くしたいという思いがあって、「じゃあ一緒にやりましょ
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うか」ということになっています。

　（シート21・22）来年度あたりから、土曜日に授業を実施するというのが、増えてくるのです。

こういったところで、起業家の話を聞いたりとか、模擬会社をつくったりとか、今も一部の学校で

やっているのです。たとえば杉並の学校で、子ども会社をつくって地域の名産品を売るとか、そう

いったことをやっているのですが、こういった活動を増やして、子どもが自分の頭で考える、それ

からリスクを取ってチャレンジする、経験を積む、こういったことをやっていければと思っており

ます。こういうふうな形で、われわれはベンチャー支援を強化する。ベンチャー創造協議会という

協議会も立ち上げて、いろいろな活動をやっていきます。それから来年度予算では、ベンチャー関

係の予算をかなり取る方向でやっています。これはこの冬、財務省ともう一回戦うのですけれども、

ベンチャー関係の予算、特に人材を育成するための予算を強化していくというところをやりたいと

思っております。

　（シート23・24）少し、今のベンチャーの現状を申し上げたいと思います。環境は大分よくなっ

てきました。皆さんご存じのとおり、楽天、グリー、DeNA、サイバーエージェントなどが有名な

ベンチャーですけれども、これを追いかけるライジングスター、新しいスターが出てきています。

松田先生のお話にも出ましたユーグレナ。あるいはテラモーターズ㈱というのがあって、これはも

う創業して、いきなりアジアのマーケットを取りにいこう、電気スクーターで世界を狙う、こうい

う会社が出てきている。あるいはライフネット生命保険㈱は、もう百年以上新しい会社のなかった

保険業界に切り込んでいく。アキュセラという会社は、日本の常識だとなかなかできないような、

飲み薬の加齢黄斑変性治療薬をつくっている。それから皆さんご存じだと思いますが、サイバーダ

イン㈱のようなロボットスーツの会社、それから最近では、スパイバー㈱という、クモの糸を人工

合成する会社などが出てきています。スパイバーであれば、慶應大学を卒業してすぐ社長になった

関山和秀さんが引っ張っていますけれども、こういう新しいタイプのベンチャーも出てきていると

いうところです。

　（シート25）市場もよくなってきています。IPOの数が大分増えてきている。それからこの右の

チャートの赤い部分というのは、IPOをしてから値段が上がる会社なのですけれども、だんだんよ

くなってきているというところで、この動きをブームに終わらせることなく継続させることが大事

だと思っています。現状、第四次ベンチャーブームという形でありますけれども、これを継続する。

そのときのポイントとしては、技術開発のベンチャーとか、地域のベンチャーというのが一つのポ

イントになってきます。

　（シート26）それからもう一つ、非常にいい傾向だと思っていることがあります。それは何かと

いうと、最近のベンチャーの経営者というのは、社会的なインパクトとか、世の中の課題を解決す

ることをミッションとして前面に出す経営者が増えてきたということです。2000年代の初めごろは、

「私はこういう新しいビジネスモデルでこれぐらいもうけますよ」とか、「これぐらい利益が上がり

ます」という方が多かったのですけれども、最近会う経営者の方というのは、「私はこれで世の中
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をよくしたい」「これで困っている人を救いたい」というふうに言ってくださる経営者が多いのです。

僕らとしても、そういう方は本当に応援したいと思うのです。これはもう一つ、競争力の観点から

いっても、非常に重要なことだと思います。これからの時代、企業の競争優位の源泉というのは人

だと思います。いかにいい人が集まってくる会社をつくるか。そういう意味で、高い志を持って、ミッ

ションを明確に掲げ、前に進んでいく。こういう会社が増えてくるということは、いい人材がその

会社に集まって、世界に伸びる会社が増える可能性がある。そういう意味で、今の動きというのは、

非常にいい動きだと思っています。これはただできたわけではなくて、たとえばライブドアショッ

クとか、リーマンショックとか、震災などの経験を経て、この国において、そういうベンチャーが

結果的に出てきている。その動きを、どんどんスピードを増していくのを応援できればと思ってお

ります。

　（シート27）成功への鍵ということで、先ほど申し上げたような政策を打ち出しながら、技術開

発型のベンチャーを応援する、グローバル展開するベンチャーを応援する。それからもう一つは、

今政府のほうで大きく掲げている地方創生という目標がありますけれども、地域ベンチャーを応援

する。大企業とベンチャーとの連携をつくりながら、ベンチャーも伸びるようにし、かつ大企業も

伸びるようにする。こういったことをできればと思っております。

　（シート28）ベンチャー政策をやっていく上で、いろいろな課題があるのですけれども、実はそ

ういうことを研究したハーバードのJosh Lernerという研究者がいるのですが、この研究者がベン

チャーの政策についてのポイントを挙げています。民間の力を活用することが大事。それからあま

り複雑にし過ぎないことが大事。効果が上がるまで時間がかかるので、しっかり続けてやることが

大事。それから、ちゃんと評価システムを導入し、創造力を持って柔軟にやるというのが大事とい

うところです。こういったことを心がけながら、われわれとしてもベンチャーをしっかり応援した

いと思っています。本日のテーマ、人材という観点については、政策の中で、一つの大きな柱だと

思っております。その意味で大学の教育は非常に大事なので、われわれがしっかり連携していきた

いと思いますし、本日たくさんいらっしゃる若い皆様の力もお借りしながら、日本を盛り立ててい

ければと思っております。

　以上が私の話であります。どうもご清聴ありがとうございました。
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